
月

日
付
け
で
、
小

10

27

野
由
夫
、
黒
井
浩
之
、
佐

藤
麻
里
の
議
員
連
名
で
、

日
本
共
産
党
市
議
団
の
長

谷
川
剛
、
坂
本
昌
栄
、
菅

井
巌
、
加
藤
鑛
一
の
各
市

議
に
、
政
治
倫
理
審
査
請

求
書
が
提
出
さ
れ
受
理
さ

れ
た
。

請
求
の
理
由
は
「
新
つ

る
お
か
」
の
発
行
経
費
に

つ
い
て
「
不
正
」
が
あ
り
、

「
不
正
」
を
長
期
に
わ
た

り
「
会
派
全
員
で
放
置
し
」

て
き
た
と
言
う
も
の
で
あ

る
。し

か
し
、
同
問
題
は
今

年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
政

務
活
動
費
検
討
委
員
会

で
、
「
新
つ
る
お
か
」
の

政
党
活
動
掲
載
の
按
分
部

分
が
問
題
と
な
っ
た
も
の

で
、
問
題
点
は
２
つ
。

「
月
額
４
万
円
の
基
本

料
金
が
按
分
さ
れ
て
い
な

い
」
、「
題
字
下
の
県
会
議

員
、
国
会
議
員
の
名
前
と

連
絡
先
が
按
分
さ
れ
て
い

な
い
」と
の
２
点
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
共

産
党
市
議
団
は
、
７
月
４

日
に
「
政
務
活
動
費
・
広

報
費
へ
の
指
摘
に
つ
い
て

の
見
解
と
対
応
に
つ
い

て
」
、
７
月

日
に
は
「
議

27

員
全
員
説
明
会
に
お
け
る

政
務
活
動
費
・
広
報
費
へ

の
指
摘
に
つ
い
て
の
見
解

と
対
応
に
つ
い
て
」
、
９

月

日
は
「
会
派
代
表
者

27
会
議
に
お
け
る
政
務
活
動

費
・
広
報
費
へ
の
指
摘
と

対
応
に
つ
い
て
」
、

月
10

４
日
の
「
政
務
活
動
費
・

広
報
費
へ
の
指
摘
に
つ
い

て
の
見
解
と
対
応
に
つ
い

て
」
を
、
菅
原
一
浩
議
長

宛
に
見
解
を
示
し
て
い

る
。そ

の
中
で
、
県
議
会
議

員
、
国
会
議
員
の
連
絡
先

を
題
字
下
か
ら
外
し
た
こ

と
、
基
本
料
金
（
「
新
つ

る
お
か
」
に
か
か
わ
る
編

集
・
印
刷
の
委
託
料
）
に

つ
い
て
も
５
年
間
に
遡
り

精
査
し
て
、
差
額
を
確
認

し
た
の
で
、
他
の
取
り
扱

い
事
例
も
参
考
に
し
て
、

対
処
す
る
と
表
明
し
て
い

る
（
そ
の
後
返
還
）。

事
実
経
過
を
見
れ
ば
、

４
月
か
ら
の
検
討
会
や
会

派
代
表
者
会
議
、
全
員
説

明
会
の
議
論
の
経
過
と
共

に
、
党
市
議
団
は
誠
実
に

向
き
合
い
対
応
し
て
き
て

い
る
。

今
年
４
月
に
市
議
会
の

会
派
選
出
に
よ
り
設
置
さ

れ
た
政
務
活
動
費
検
討
委

員
会
で
、
使
途
の
ル
ー
ル

の
検
討
・
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
最
中
に
、
出
さ
れ

た
問
題
に
、
党
市
議
団
と

し
て
の
意
見
表
明
を
お
こ

な
い
つ
つ
、
改
善
に
同
意

で
き
る
部
分
は
改
善
し
て

い
る
。

し
か
し
、
題
字
下
に
県

会
議
員
や
国
会
議
員
の
連

絡
先
を
記
載
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
政
党
政
治
の

下
で
市
民
と
の
政
治
を
つ

な
ぐ
役
割
と
し
て
必
要
と

の
意
見
も
あ
り
、
議
論
の

結
論
が
出
る
ま
で
は
一
時

掲
載
を
見
合
わ
せ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。

審
査
請
求
者
は
、
「
指

摘
し
て
か
ら
４
か
月
に
わ

た
り
放
置
し
た
」
「
県
会

議
員
、
国
会
議
員
の
名
前

・
連
絡
先
の
部
分
の
按
分

を
現
時
点
で
も
認
め
て
い

な
い
」
な
ど
と
、
自
分
達

の
「
指
摘
」
を
認
め
ず
従

わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

「
政
倫
審
違
反
」
と
決
め

つ
け
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。政

務
活
動
費
の
ル
ー
ル

は
、
全
会
派
の
協
議
・
合

意
の
上
に
成
り
立
つ
も
の

で
あ
り
、
多
数
会
派
の
言

う
「
指
摘
」
に
従
わ
な
け

れ
ば
「
政
倫
審
」
で
処
罰

と
言
う
の
で
は
、
多
数
派

の
脅
し
に
等
し
く
、
議
会

制
民
主
主
義
を
破
壊
す
る

行
為
に
他
な
ら
な
い
。

（
つ
づ
く
）
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そ
れ
以
外
の
人
が
差
別
さ
れ
る
社
会
状

況
が
い
ま
だ
残
る
中
、
多
様
な
価
値
観

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
求
め
、
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
若
者
た

ち
の
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
良
い

看
護
師
に
な
っ
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
綱
領
に
「
性
的
指
向

と
性
自
認
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

す
」
と
掲
げ
、
同
性
婚
の
実
現
や
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
平
等
法
の
制
定
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
人
の
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
つ
く
る
重
要
な
テ
ー
マ
の
１
つ

で
す
。

（
県
議

関

徹
）

月
１
日
に
酒

11
田
市
立
看
護
専
門

学
校
で
お
こ
な
わ

れ
た
「
学
生
と
県

議
の
意
見
交
換
会
」

に
出
席
し
ま
し
た
。

学
生
が
「
人
間
の
多
様
な
価
値
観
を

尊
重
す
る
～
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＆
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

の
人
た
ち
が
生
き
や
す
い
社
会
を
構
築

す
る
た
め
に
看
護
師
を
目
指
す
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
～
」と
テ
ー
マ
を
設
定
。

学
生
と
議
員
が
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
一
緒
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

性
別
は
男
か
女
か
で
あ
り
、
異
性
を

愛
す
る
の
が
「
当
た
り
前
」
と
し
て
、

令
和
４
年
度
第
１
回
鶴

岡
市
総
合
計
画
審
議
会

（
会
長
・
武
田
真
理
子
東

北
公
益
文
科
大
学
研
究
科

長
）
が

月

日
、
東
京

10

31

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡
で
開
か

れ
ま
し
た
。

皆
川
市
長
か
ら
、
第
２

次
市
総
合
計
画
の
基
本
計

画
（
令
和
元
年
～

年
度
）

10

中
間
見
直
し
に
つ
い
て
、

諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
計
画
は
５
年
を
目

途
に
見
直
し
、
新
た
に
後

期
基
本
計
画
の
策
定
を
目

指
し
ま
す
。

施
策
の
進

捗
状
況
で

し
ん
ち
よ
く

は
、
「
成
果
指
標
（
Ｋ
Ｐ

Ｉ
）
」
に
よ
る
評
価
・
検

証
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。進

捗
に
つ
い
て
は
、

「
Ａ
」（
達
成
）、「
Ｂ
」（
進

展
あ
り
）
、
「
Ｃ
」
（
進
展

な
し
・
後
退
）
の
３
段
階

と
、「
－
」（
数
値
な
く
把

握
困
難
）
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
「
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
が
、
な

ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
の
要

因
の
説
明
が
な
い
と
分
か

り
づ
ら
い
」
と
の
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



朝日庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
11月2日入札分

・市営下名川住宅12号棟内装・衛生設備改修工事
（下名川字村下66）（入札6業者うち3業者辞退）
(株)瀬尾工務店 1,940,000円（2,030,000円）

工期～5/1/20（落札率95.57％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月2日入札分

・市立加茂水族館リニューアル機械設備工事
中止

・市立加茂水族館リニューアル電気設備工事
中止

・市立加茂水族館リニューアル工事
中止

第

回
鶴
岡
市
上
下
水

15

道
事
業
経
営
審
議
会
が
１

日
、
鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
長
に
平
智
氏
（
山
形

農
学
部
教
授
）
を
、
副
会

長
に
三
木
潤
一
氏
（
東
北

公
益
科
大
学
公
益
学
部

長
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
下
水
道
普

及
率
が
、
令
和
４
年
３
月

日
現
在

％
（
全
国
平

31

94

均

％
）
で
、
整
備
面
積

80
は
４
４
９
２

で
あ
り
、

ha

令
和

年
度
に
完
成
を
目

10

指
し
て
い
る
こ
と
、

現
在
、
茨
新
田
・
西
沼

が
完
了
し
、
栄
・
京
田
・

宝
田
工
区
、
上
中
下
清
水
、

三
瀬
の
工
事
を
行
っ
て
い

る
こ
と
、

未
普
及
地
域
と
し
て
、

七
窪
、
油
戸
、
中
山
地
域

で
あ
る
こ
と
、

令
和
２
年
度
か
ら
栄
・

京
田
地
区
、
西
郷
地
区
（
面

野
山
）
で
は
、
Ｄ
Ｂ
方
式

（
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
、

設
計
施
工
の
一
括
発
注
）

に
よ
り
約

億
円
か
ら
約

52

億
円
に
５
億
円
９
％
を

47削
減
し
、
工
期
を
２
年
短

縮
し
、
大
幅
な
発
注
数
の

削
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
次
の
諮
問

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
下
水
道
事
業
受
給

者
負
担
等
に
係
る
低
所
得

者
対
策
の
導
入
に
つ
い
て

景
気
低
迷
や
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
等
に
よ
り
、
今

後
は
高
齢
者
世
帯
の
ほ

か
、
低
所
得
者
に
該
当
す

る
受
益
者
が
、
負
担
金
等

の
納
付
に
苦
慮
す
る
事
例

も
多
く
な
る
と
見
込
ま
れ

る
。公

共
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
、
及
び
集
落
排

水
事
業
分
担
金
に
お
い

て
、
原
則
一
括
又
は
５
年

間
に
分
割
納
付
と
な
っ
て

い
る
が
、
受
給
者
及
び
生

計
を
同
一
に
す
る
世
帯
全

員
が
、
市
県
民
税
非
課
税

で
あ
る
場
合
、
申
出
に
よ

り
、
８
年
に
分
割
し
て
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
三
瀬
地
区
農
業
集

落
排
水
事
業
分
担
金
に
つ

い
て三

瀬
地
区
は
、
下
水
道

等
汚
染
水
処
理
施
設
の
整

備
に
至
っ
て
い
な
い
。

新
た
に
管
渠
等
を
整
備

し
、
由
良
地
区
漁
業
集
落

排
水
施
設
に
接
続
、
統
合

す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
削

減
す
る
。

１
世
帯
あ
た
り

万
５

22

３
５
円
を
目
安
に
精
査
・

検
討
を
進
め
、
今
年
度
中

に
決
定
す
る
。

分
割
納
付
延
長
は

由
良
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

処
理
能
力
は

協
議
で
は
、
委
員
か
ら

「
８
年
と
な
る
際
の
、
市

の
負
担
は
」、

「
８
年
以
上
の
延
長
は
出

来
な
い
の
か
」、

「
低
所
得
者
だ
け
で
い
い

の
か
。
生
活
困
窮
者
の
度

合
い
が
増
え
て
い
る
が
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。当

局
は
、
「
原
則
一
括

又
は
５
年
間

回
で
納
付

20

す
る
こ
と
が
基
本
だ
が
、

現
在
も
２
０
０
０

以
上

m3

は
８
年
の
分
割
も
可
能
と

し
て
い
る
た
め
、
８
年
間

で
あ
れ
ば
シ
ス
テ
ム
の
変

更
も
無
く
、
負
担
も
少
な

い
。
長
期
的
に
な
る
と
リ

ス
ク
が
高
く
、
シ
ス
テ
ム

の
変
更
等
費
用
の
負
担
が

増
え
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。委

員
か
ら
、
「
由
良
地

区
の
負
担
金
に
は
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
設
置
費
用
も
含

ま
れ
て
お
り
、
由
良
地
区

か
ら
の
意
見
は
あ
る
か
」、

「
由
良
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
処
理
能
力
は
大
丈
夫
な

担
金
は
４
％

だ
っ
た
が
、

現
在
は
５
％

に
な
っ
て
い

る
と
の
見
解

を
示
し
同
意

を
得
た
」
、

「
由
良
浄
化

セ

ン

タ

ー

は
、
計
画
当

初
は
観
光
地

と
し
て
季
節

変
動
が
あ
っ

た
が
、
現
在

は
人
口
減
少

の
か
」、

「
整
備
効
率
が
良
い
の
で

は
な
い
か
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

当
局
は
、
「
由
良
地
区

か
ら
も
同
様
の
意
見
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
当
時
、
集

落
排
水
事
業
は
国
庫
補
助

金
・
地
方
債
を
除
き
、
分

や
、
季
節
変
動
者
も
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
処
理

能
力
が
充
分
で
あ
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

諮
問
は
、
今
年
度
末
を

目
途
と
し
て
、
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
傍
聴

し
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

皆
川
市
長
は
、
「
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
あ
り
、
ど
う

評
価
す
る
の
か
、
事
務
局

も
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
で
、
今
後
精
査
し

て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

意
見
で
は
、
「
コ
ロ
ナ

が
あ
っ
て
も
、
ド
ラ
イ
に

成
果
を
検
証
し
、
要
因
を

分
析
す
べ
き
だ
」、

「
統
計
資
料
で
は
、
製
造

業
の
販
売
金
額
が
上
が
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
社

が
鶴
岡
の
支
社
を
分
離
し

て
売
上
高
を
計
上
し
た
か

ら
と
思
わ
れ
る
。
商
業
関

係
、
地
元
業
者
は
低
迷
し

て
い
る
の
で
、
原
因
を
深

掘
り
し
て
打
開
す
る
大
き

な
政
策
が
必
要
だ
」、

「
新
規
就
農
者
が
伸
び
て

い
る
と
い
う
が
、
農
業
の

現
状
は
大
変
厳
し
い
。
親

元
就
農
も
含
め
、
さ
ら
に

親
身
に
な
っ
た
支
援
が
必

要
だ
」

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
観
光

は
Ｃ
評
価
だ
が
、
社
会
が

復
帰
し
て
く
る
時
に
、
他

に
な
い
こ
と
を
や
っ
て
お

い
た
ら
、
ぐ
っ
と
伸
び
る

と
い
う
ひ
も
付
け
が
大
切

だ
」
な
ど
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

各
専
門
委
員
会
を
数
度
開

き
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

意
見
聴
取
を
行
い
、
今
後

５
回
の
審
議
会
を
経
て
、

令
和
５
年

月
に
答
申
、

12

６
年
３
月
に
策
定
す
る
計

画
で
す
。

鶴
岡
市
は
合
併
後
、
急

速
に
少
子
化
と
人
口
減
少

が
進
ん
で
い
ま
す
。

平
成
大
合
併
の
「
痛
み
」

に
手
当
て
し
、
若
者
の
所

得
向
上
や
、
女
性
の
雇
用

の
場
の
拡
大
、
子
育
て
支

援
策
の
抜
本
的
強
化
の
た

め
に
、
危
機
感
を
持
っ
た

審
議
が
必
要
で
す
。

加
藤
鉱
一
議
員
が
傍
聴

し
ま
し
た
。


